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　伊豆の国市・伊豆市では広域一般廃棄物処理施設の建設に向け、
皆さんの声を聞きながら、一歩一歩、進めています。
　今回は、建設候補地の公募結果、一次選定結果などをお知らせします。

　

二
市
で
は
、
多
く
の
市
民
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

地
域
の
理
解
を
最
大
限
尊
重
し
、

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
重
点
を

置
い
た
選
定
を
行
う
た
め
、
建
設

候
補
地
を
公
募
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
４
つ
の
地
区
か
ら
５
カ

所
の
申
請
（
下
記
一
覧
表
参
照
）

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
申
請
地
を
、
公
募
市
民

を
含
む
二
市
の
市
民
６
人
、
有
識

者
４
人
の
計
10
人
で
組
織
す
る

「
広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建

設
候
補
地
選
定
委
員
会
」に
よ
り
、

候
補
地
と
し
て
の
適
性
を
審
査
し

ま
し
た
。

　

７
月
16
日
、
同
委
員
会
は
、
評

価
を
取
り
ま
と
め
た
「
審
査
結
果

報
告
書
」
を
、
伊
豆
の
国
市
伊
豆

市
廃
棄
物
処
理
施
設
組
合
設
立
準

備
会
に
提
出
。
準
備
会
は
、
報
告

書
を
基
に
選
定
を
行
っ
た
結
果
、

５
つ
の
応
募
申
請
地
の
う
ち
、
３

つ
の
地
区
を
建
設
候
補
地
と
し
て

一
次
選
定
し
ま
し
た
。

応募地区 所在地 面積

①北又区 伊豆市修善寺字藍原､ 藤ケ平､
高山､ 高野山地内 約 4.1ha

②大平区 伊豆市大平字深沢､ 上深沢地内 約 2.4ha

③佐野区 伊豆市佐野字川久保　地内 約 1.3ha

④大平柿木区
（奥山）

伊豆市大平柿木字奥矢渕､ 久保､
奥山､ 蛙子地内 約 6.5ha

⑤  大平柿木区
（大野養魚場下）

伊豆市大平柿木字上大野､ 猪之
田､ 芽積場地内 約 2.6ha

①北又区

⑤大平柿木区
（大野養魚場下） ③佐野区

②大平区

④大平柿木区
（奥山）

北又区公民館 修禅寺 伊豆市役所

修善寺駅

中島病院柿木魂神社
八坂神社

大平区
公民館

北又川

湯舟川

桂川 狩野川

天
城
北
道
路

136

12

349

18

修
善
寺
道
路

ア
．
１
次
審
査

　

４
地
区
５
カ
所
す
べ
て
の
申
請

地
が
「
適
合
」
の
判
定
と
な
り
ま

し
た
。

イ
．
２
次
審
査

　
「
点
数
評
価
」「
記
述
評
価
」
の

結
果
を
踏
ま
え
、
安
定
稼
働
お
よ

び
経
済
性
の
視
点
を
総
合
評
価
の

着
眼
点
と
し
、
左
の
と
お
り
評
価

を
行
い
ま
し
た
。

　

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建

設
候
補
地
選
定
委
員
会
に
よ
る
審

査
結
果
を
踏
ま
え
、
伊
豆
の
国
市

伊
豆
市
廃
棄
物
処
理
施
設
組
合
設

立
準
備
会
（
行
政
）
は
、
候
補
地

の
一
次
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
平
柿
木
区
（
奥
山
）
と
大
平

柿
木
区
（
大
野
養
魚
場
下
）
の
申

請
地
は
、
安
定
稼
働
お
よ
び
経
済

性
の
両
面
に
お
い
て
、
他
の
申
請

地
よ
り
も
課
題
が
多
く
、
建
設
地

　

建
設
候
補
地
の
最
終
選
定
に
向

け
、今
後
、北
又
区
、大
平
区
、佐

野
区
の
３
地
区
と
そ
れ
ぞ
れ
協
議

を
し
て
い
き
ま
す
。
区
民
の
合
意

形
成
の
状
況
、
用
地
取
得
の
容
易

性
、
地
区
と
の
協
議
内
容
な
ど
を

踏
ま
え
、最
終
選
定
を
行
い
ま
す
。

　

最
終
選
定
さ
れ
た
地
区
と
施
設

建
設
合
意
協
定
書
の
締
結
、
土
地

所
有
者
の
皆
さ
ん
と
土
地
提
供
に

か
か
る
基
本
合
意
書
の
締
結
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
建
設
用
地
を
決

定
し
ま
す
。

地区 内容

北
又
区

・ 安定稼働の面では、他の申請地と比較すると最
も防災上の規制レベルは低く、軽微な安全対策
により施設の安全は確保できると思われる。

・ 経済性の面では、他の申請地と比較すると多少
劣るため憂慮すべきである。

大
平
区

・ 安定稼働の面では、申請地の一部が防災上の規
制区域となっているが、安全対策を施すことに
より施設の安全は確保できると思われる。

・ 経済性の面では、他の申請地と比較すると優れ
ている。

佐
野
区

・ 安定稼働の面では、土砂災害に対する安全対策
が必須となるが、対策工事の規模なども予測さ
れていることから、これに見合った対策を施す
ことにより施設の安全は確保できると思われる。

・ 経済性の面では、他の申請地と比較すると最も
優れている。

（
奥
山
）

大
平
柿
木
区

・ 安定稼働の面では、用地確保のため申請地を貫
流する河川を付け替えする必要があるが、当該
河川を中心に土砂災害特別警戒区域の指定がさ
れており、付け替え場所が、現在よりも更に市
道や住宅に近接することとなるため、土砂災害
に対する周辺住民の不安がより一層増すことが
危惧される。また、河川の付け替えには河川管
理者との協議や、付け替えに伴う影響調査など
にも時間を要するため、早期建設にも支障があ
ると思われる。

・ 経済性の面では、他の申請地と比較すると最も
劣るため好ましくない。

（
大
野
養
魚
場
下
）

大
平
柿
木
区

・ 安定稼働の面では、当申請地周辺は谷地形であ
るため申請地内への流水の量が多く、造成に当
たっては十分な調査と検証に基づく安全対策が
必要となる。また、これら調査や検証には時間
を要するため、早期建設にも支障があると思わ
れる。

・ 経済性の面では、他の申請地と比較すると劣る
ため憂慮すべきである。

問 市役所新ごみ処理施設整備課
　（韮山庁舎内）
☎ 055-949-8112

報告書を受け取る両市長

応募のあった 5つの申請地

建
設
候
補
地

一
次
選
定
ま
で
の
動
き

審
査
の
結
果

絞
ら
れ
た
３
つ
の
候
補
地

最
終
建
設
候
補
地
選
定

建
設
用
地
の
決
定

委
員
会
に
よ
る

準
備
会
に
よ
る

評価項目は、土地利用か
ら経済性までの５つの視
点から 24 項目を設定し
た。この評価項目ごとに
５点の配点を行い、評価
基準に沿って採点を行う。

（1）各評価項目に対する
点数評価

（2）各評価項目に
対する記述評価

②総合評価

【総合評価結果】

【位置図】

【1 次選定フロー図】

①着眼点の設定
（3）総合評価

評価の熟度を高めるた
め（数値化では表れな
いより丁寧な評価のた
め）、各評価項目に対し、
特記すべき事項につい
て記述を行う。

委員会からの報告書を基に 1 次選定
準備会

（1）および（2）の評価を踏まえ、差異のある評価
項目を抽出し、その中でも総合評価を行ううえで
特に重要視すべき項目を着眼点として設定する。

着眼点に沿った各候補地に対する評
価のまとめとしての総合評価を行う。

と
し
て
好
ま
し
く
な
い
と
判
断
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
候
補
地
と

し
て
断
念
し
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
北
又
区
、
大
平
区
、

佐
野
区
の
３
つ
の
申
請
地
を
候
補

地
と
し
て
一
次
選
定
し
ま
し
た
。

委員会

不適適
合

１次審査（適合審査）
建設候補地として必要となる基本的
条件への適合について審査

２次審査（適性審査）
建設候補地として好ましい条件への
適性について審査
・点数評価、記述評価
・総合評価

審査終了

伊豆の国市
伊豆市
共同特集


